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であ る．

5） 直腸温36℃以 ヒに 安定後 ， 環境温 の 各温 に及 ぼ す

影響 を見 る と， 環境温 の 上昇 に 伴い 各温共 に 上 昇傾向を

示す が，直 腸 ・躯幹温の 上 n は 少 く， 額温 の 上昇が最も

著 しく， 末梢温 は 不 安定 な 上 昇 を 示 す．

6） 沐浴の 各温 に及ぼす影響を環境温 ，湯温 を考慮し

て 検討 す る と，皿群 では湯温43〜44℃ の際が沐浴後 の 末

梢及び額温 の 下降が 最 も 著 し く，直腸躯幹温も数時間後

ま で下階 続け，第 1 ・第 2 生 日 の 変 動も他 の 場合 に 比

ぺ 著 しい ．室温 恥 V 群で は湯温 こ々 よ磋 は 第 2 生 日迄

梢見 ら れ る が，第 3 生 日 以陵は 著明で な い．

　47． 新生児 胃内容に 関する研究 （続報）

　　　　 （賛育会）

　　　　木下　正
一，竹 岡　秀策 ， 山梨 　順二 ，

　　　　静谷　晴夫，吉岡　
一
之，尾崎　　崇

　拠 は 既 に第 1報 に お い て ， 胃内容 の 採取時期・児 の

成熟の 程度，分娩時障害 の有無，更に は 哺乳開始 の有無

等が 新生児胃内容 の量 ，質 に 何 らかの 変化 を及ぼ す こ と

を 確認 し，主 に PH を 中心 と して 検討 した ．又新生 児胃

内容に っ い て．羊水 の 場 合 と同様の 方 法 で塗抹乾燥標本

を作り，検鏡 し，形 或した結晶を羊水 の そ れ と比較観 察

した とこ ろ，全 く同様の 結晶を証明 レた ．よつ て ， 第 2

報 に おい て は， 新生 児 胃内容中の N ・ ・ K ・
Cl 等を測定

し，羊水 ， 臍帯血 液等 の そ れ と比較 した ．

　 今 回 は 主 と して 遊離 ア ミ ノ 酸 に つ い て ，
2，3 の 考 察 を

行 っ た．新生児 の 胃内容，殊 に未熟児 と成熟児の 比較検

討 ととも に採取時期に よ 磋 異に つ t’・て も検討 レ こ れ
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らの 結果が 果 して 成入 と如何に異な るもの であ ろ うか ，

叉 は どの よ うな経過を 経 て 成 人 の そ れ に 近ず くも の であ

ろ うか の 点に っ い て も考察 し ，
2，3 の 結果 を 得 た の で 報

告 す る，

　48． 新生児消化管へ の空気 侵入 速度 と ， そ の 診

断的応用 に つ い て

　　　　 （九 州厚生年金）

　　　 大谷　善彦，井上 　　浩，竹畠　和夫 ，

　　　 四 方 田貞任 ，富岡　常泰，本田　義弘，

　　　 神田　隆弘

　児は ， 子宮内に あ る間は ， 消化管 は勿論 ， 呼 吸器 内に

も空知 まな く．出生後 の 第
一
呼吸と共

’
・こ，之 等 の 管腔内

へ 空 気 が 浸入 す る も の で あ る．こ の 空気は ，時間 の 経過

と共に ， 下部消化管 に 達す る が
， 空 気 の 進 行 速 度は ，ほ

X
“
　一一定で は な いふと思われ，

一
定時間後 に はほ く

一
定 の

状態力鞴 立 され る の ではzaい かと考えられ る1 こ の 様な

経過や状態は ， 単純 レ 線撮影で 容易に 追求判定出来 る も

の で，生直後 ま軌 種 k の 時間後 に ， 児の 腹部 ソ 線写 真

撮影を試み た所，各経過時間 に応 じた
，
　 1，：　S 一一

定 の所見

を得 た．

　 こ の 様な検査法及び所見を認知 して お くこ とは ，児 の

消化管通過障害 の 有無 や 障害部位の 診断上 ， 甚 だ 有用

で ，最 近経験 し た 6例の 消化管障害児では，こ れ と異な

つ た 特有 の 所見が み られ た。上 記 の生 理 的腸管像 を知 つ

て お くこ とは，消化管通過障害 の早期 診断上 ， 極めて大

切で あ る と共 に ， 児 の 生理 機能を知る上 に も興味 が あ

り，臨床上 重要で あ る．
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　49． 各種薬剤 の 妊孕現象 に 及ぼす影響 に 閧す

る基 礎的臨床的研 究

　　　　 （大阪市大）

藤森　速水，山田

合 田　昭二 ，木下

吉丸 節治 ， 渡辺

東芝　直治

文夫 ，澁川 　　登 ，

　実，篠崎　輝男，

和夫，永田　治義 ，

　吾が教室に於 て は か ね て よ り各種薬剤 の 妊 孕現象に及

綴す影響 を 検 討 して い る 故，今日 まで に 得 た結果 を発表

す る． （1）抗結核剤 と し て TB 、 は 妊婦 に 投与す る場合

ユ 日投与量 2 皿噺kgを越 え る時 は胎 児 肝 に 惡影響を及 ぼ

す危険 の あ る 事を形態学的 5（SD ｝1活性 の 面 k り証 明 し

た．SM ，　 PAS ，1 蚪 AH 等の高濃度は子宮筋運動性

を や s 低下せ しめ，Oxyt   inase 活 性 に は 影響 を及 ぼ さ

な い 事を矩っ た ．DHSM ，
　 KM の 母 児 （仔 ）間移 行 ，

ま た そ れ ら薬剤の 妊孕現象 ， 新．生 児 （仔） に及ぼす影響

を検討 し，臨 床 的 に 参考 とな る結果 を得た ．こ れら薬剤

の 児 （仔）聴力 に及 ぼ す 影響 を検 し た結果，通常薬用量

一
ごは 母児（仔）に影響 の な い 事 を

’
知つ た ．

i4C −INAH の 母

仔 移行 を も検討 し た．抗結核剤1314TH につ い て も妊娠

ラ ツ ト或は 前期妊娠 中毒症例に 投与 して そ の 影響を検討

中で あ る．（2）持続性 サ ル フ ァ 剤と して Sulfaisomesole

を妊娠 ラ ツ ト或 は 人 工 中絶前 又 は 分娩前の 妊婦 に 投与 し

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


